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リアルタイム景況調査実施要項 

 
 

１．調査目的 
  本調査は、市内会員企業（中小企業、小規模事業者）の景況感や、課題等を広く聴取し、デー

タの集積及び周知、延いては要望事項の取りまとめに供するために実施するものである。 
 
２．調査時期     原則４半期に１回実施する。（年４回） 
 
３．第 9 回景況調査実施期間   2018 年 1 月 15 日（月）～1 月 26 日（金）    
 
４．調査方法        FAX による送付、FAX による回答 
 
５．調査対象     会員事業所 3,046 社（市内小規模事業者：FAX 登録有り） 
           （商工会議所部会） 

工業部会、商業部会、建設不動産業部会、流通業部会     
サービス業部会 

                 
 

６．回収数        234 件回収/3,046 件（回収率 7.7％） 
※前回（第 11 回）：301 件回収/3,848 件（回収率 7.8％） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
【目次】 

調査概要     Ｐ２ 
基本調査   Ｐ３ 
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問１．回答者属性 
（１）業種 

 
（２）業歴 

 

（３）資本金 
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（４）従業員数 

 
（５）収益状況 

 

川口市の企業における今期 10-12 月の「収益状況」は、黒字が 42.3％（前期 7-9 月:37.5％）、収支トントン

31.6％（同：29.2％）、赤字 15.8％（同：19.9％）、回答なし 10.3％（同：13.3％）となっており、黒字の回答企

業が 4.8％、収支トントンが 2.4 増加した一方、赤字が 4.1％、回答なしが 3.0％減少しました。全体としては前

期と比べて収益状況は改善しているといえます。 
「黒字」の回答が多数の階層は「業種別」の製造業、建設業、運送業、不動産業、ソフトウェア・情報処理業

の 5 業種（同：±0）、「業歴別」の 5 年～20 年、31 年～50 年、61 年～80 年の 6 階層（同：±0）、「資本金別」

の 500 万円超から 5 千万円以下の 3 階層（同：—2）、「従業員数別」は 6 人～100 人、回答なしの 4 階層（同：±

0）です。「収支トントン」の回答が多数の階層は「業種別」の印刷・出版業、その他の 2 業種（同：—1）、「業歴

別」の 21 年～30 年、回答なしの 2 階層（同：＋1）、「資本金別」の個人事業主と 500 万円以下の 2 階層（同：

±0）、「従業員数別」の 101 年以上の 1 階層（同：±0）です。「赤字」の回答が多数の階層は「業種別」の卸売

業、小売業の 2 業種（同：＋1）、「業歴別」の 5 年未満、91 年～100 年の 2 階層（同：±0）です。「資本金別」

「従業員数別」では「赤字」の回答が多数の階層はありません。「回答なし」の回答が多数の階層は「業歴別」の

81 年～90 年の 1 階層（同：＋1）です。 
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今回の調査の概要 

今期（10-12 月）は売上高 DI、業況 DI、採算 DI、資金繰り DI も大幅改善するが先行きは慎重な

見方。一方、仕入単価 DI は大幅に悪化し、従業員数 DI の悪化も引き続き長期化。 

 
各項目のＤＩの推移 

 
企業の景況感は前期に比べて売上高 DI は前期 10.0 から今期 21.8、採算 DI は前期－0.3 から今期 9.4、業況

DI 前期 2.3 から今期 11.1、資金繰り DI は前期－6.0 から今期 0.8 と大幅に改善し、採算 DI と資金繰り DI はプ

ラスに転じました。一方で仕入単価 DI は前期－29.9 から今期－43.6 と大幅に悪化したほか、従業員 DI も前期

18.9 から今期 23.5 と前期より悪化しています。 
業種別の多数回答（今期） ※空欄は回答が分かれているもの、ＮＡは回答なし 

 
業種の特徴では、不動産業、印刷・出版業、ソフトウェア・情報処理業、の 3 業種で全て「不変」の回答が多

数で、横ばいといえます。中でも不動産業は 8 期連続で全て「不変」の回答が多数です。製造業は売上高が前期

「増加」から今期「不変」、仕入単価が前期「不変」から今期「上昇」の回答が多数になりました。建設業は売上

高が前期「増加」から今期「不変」、仕入単価が前期「不変」から今期「上昇」の回答が多数になりました。卸売

業は売上高が前期「不変」から今期「増加」、仕入単価が前期「不変」から今期「上昇」となりました。 
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小売業は前期売上高「減少」、採算が回答が分かれ、業況「悪化」から今期売上高「増加」、採算「好転」、業況

「不変」の回答が多数となり、悪化に歯止めがかかりましたが、仕入単価は前期「不変」から「悪化」の回答が

多数となりました。運送業は採算が前期「不変」、仕入単価「上昇」から今期はともに回答が分かれました。飲食

業は前期売上高「減少」、採算「悪化」、仕入単価「上昇」、業況「悪化」と厳しい状況でしたが、今期売上高と採

算で回答が分かれ、仕入単価は「上昇」、業況は「不変」の回答が多数になりました。印刷・出版業は前期まで 2
期連続で売上高が「減少」、採算が「悪化」したものの、今期はともに「不変」の回答が多数なりました。サービ

ス業は前期まで 4 期連続で全て「不変」が多数でしたが、今期売上高で回答が分かれました。その他は売上高が

3 期連続で今期も「増加」となり、仕入単価が前期「不変」から「上昇」の回答が多数となりました。 
 
一方、先行きの見通しでは売上高 DI は 0.4、採算 DI は 0.9、業況 DI は 3.4 とプラスではあるものの悪化し、

資金繰り DI は－2.1 と再びマイナスに転じます。また、仕入単価 DI は－39.8、従業員 DI は 27.4 と依然として

厳しい見通しで、改善する兆しがみえません。 
業種別の多数回答（先行き）  

 

業種の特徴では、不動産業、印刷・出版業の 2 業種で今期と同様、先行きも全て「不変」の回答が多数で、ま

た製造業、サービス業、その他の 4 業種も先行きは全て「不変」の回答が多数となっており、横ばいといえます。

卸売業は今期売上高が「増加」から先行き「不変」、仕入単価は今期同様先行き「上昇」の見通しです。小売業で

は今期売上高が「増加」、採算が「好転」が先行きでは回答が分かれ、仕入単価は今期同様先行きも「上昇」、業

況が今期「不変」から先行き「悪化」の回答が多数となっています。飲食業は売上高、採算では今期同様回答が

わかれ、仕入単価は今期同様「上昇」、業況は今期同様「不変」の回答が多数となっています。ソフトウェア・情

報処理業では今期全て「不変」でしたが先行きは売上高「減少」、仕入単価「上昇」、従業員「不足」、業況「悪化」

の回答が多数と先行きが厳しい見通しです。 
 2017 年 12 月日銀短観は欧米の主要国で経済が回復を背景に、中小企業全産業の DI はプラス 11 と、1991 年

８月調査依頼 26 年ぶりの高水準となり、景気回復は中小企業にも広がりを見せています。今回のリアルタイム

調査では川口市の企業にもその恩恵が行き渡っていることが売上高 DI、採算 DI、業況 DI などから確認できま

した。一方で、総務省が発表した 2017 年の完全失業率は 2.8％と 23 年ぶりに２％台となり、有効求人倍率も

1.50 倍と 44 年ぶりの高さと、採用や雇用維持が困難になっており人手不足はますます深刻化しています。リア

ルタイム調査の今期従業員 DI も悪化しています。更に仕入価格上昇も懸念されており、日銀が発表した 2017 年

の企業物価指数は、原材料価格が前年比 22％上昇したのに対し、最終財の上昇率は 0.5％にとどまり、川下での

価格転嫁が進んでいない状況です。リアルタイム調査の仕入単価 DI も大幅に悪化しました。従業員不足と仕入

単価上昇に歯止めがかからない中、リアルタイム調査の先行きの売上高 DI、採算 DI、業況 DI は慎重な見方を

示していることから、次回調査の結果は今後の景況感の行方を占う重要な意味を持つといえるでしょう。 
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問２．景況感について 

２－１．売上高 

 
今期 10-12 月の川口市の企業の売上高は、「増加」38.0％（前期 7-9 月：35.9％）、「不変」が 44.0％（同：36.2％）、

「減少」が 16.2％（同：25.9％）、回答なしが 1.7％（同：2.0％）となっています。前期より「増加」が 2.1％増

えた一方、「減少」が 9.7％と大幅に減り、大幅に改善した前期に続き今期も改善傾向です。 
「増加」の回答が多数の階層は「業種別」では卸売業、小売業、その他の 3 業種（同：±0）、「業歴別」では 51
年～80 年の 3 階層（同：−3）、「資本金別」の 3 千万円超～5 千万円以下の 1 階層（同：−2）、「従業員別」の 6 人

～20 人、101 人以上の 2 階層（同：−1）です。一方、「減少」は「業種別」0 業種（同：−3）、「業歴別」0 階層

（同：−1）、「資本金別」0 階層（同：±0）、「従業員数別」0 階層（同：±0）となり、全ての属性で回答が多数

の階層がなくなりました。 
 今後の先行き見通しでは「増加」が 23.5％、「不変」が 49.6％、「減少」が 23.1％、回答なしが 3.8％です。「増

加」が 14.5％と大幅に減る一方、「減少」が 6.9％「不変」が 5.6％増えており、先行きは悪化する見通しです。 
「増加」の回答が多数の階層は「業歴別」の 5 年未満～10 年の 2 階層、「従業員数別」の回答なしの 1 階層です。

「減少」の回答が多数の階層は「業種別」のソフトウェア・情報処理業の 1 業種、「従業員数別」の 101 人以上

です。「不変」の回答が多数の階層は「業種別」の製造業、建設業、卸売業、運送業、不動産業、印刷・出版業、

サービス業、その他の 8 業種、「業歴別」の 11 年～90 年、回答なしの 9 階層、「資本金別」の個人事業主、500
万円以下～3 千万円以下、５千万円超～1 億円以下の 5 階層、「従業員数別」0～50 人の 3 階層です。 
 売上高 DI の比較では、川口市の企業は前期の 10.0 から今期 21.8 と 2 期連続大幅に改善しプラスに転じまし

たが、先行きでは 0.4 とプラスであるものの、大きく悪化する見通しです。しかしながら日本商工会議所、中小

機構、埼玉県の調査が今期・先行きとも軒並みマイナスになっていることから、川口市の売上高 DI の優位性が

みられます。 
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２－２．採算 

 
 今期 10—12 月の川口市の企業の採算（経常利益）は、「好転」が 26.1％（前期 7-9 月：23.6％）、「不変」が 53.4％
（同：49.2％）、「悪化」が 16.7％（同：23.9％）、「回答なし」が 3.8％（同：3.3％）です。「好転」が 2.5％、不

変が 4.2％増加する一方「悪化」が 7.2％減少しており、前期に引き続き「好転」の傾向がみられます。 
「好転」の回答が多数の階層は「業種別」の小売業の 1 業種（同：＋1）、「業歴別」の 5～10 年の 1 階層（同：

±0）です。「悪化」は「業種別」０業種（同：−2）、「業歴別」0 階層（同:−1）「資本金別」0 階層（同:±0）、「従

業員数別」0 階層（±0）となり、全ての属性で回答が多数の階層がなくなりました。「不変」の回答が多数の階

層は「業種別」の製造業、建設業、卸売業、不動産業、印刷・出版業、ソフトウェア・情報処理業、サービス業、

その他の 8 業種（同：＋1）、「業歴別」の５年未満、11 年～90 年、回答なしの 10 階層（同：＋1）、「資本金別」

の個人事業主、500 万円以下～1 億円以下の 6 階層（同：−1）、「従業員数別」の 0～50 人、101 人以上、回答な

しの 5 階層（同：±0）です。 
 一方、今後の採算の先行き見通しは、「好転」が 18.4％、「不変」が 57.3％、「悪化」が 17.5％、「回答なし」が

6.8％でした。「不変」の回答が 3.9％、「悪化」が 0.8％、「回答なし」が 3.0％増えた一方、「好転」の回答が 7.7％
減少しています。先行きは「横ばい」傾向ながらも「悪化」しつつあると見込んでいます。 
「好転」の回答が多数の階層は「業歴別」の 5 年～10 年の 1 階層、「従業員数別」の回答なしの 1 階層です。全

ての属性で「悪化」の回答が多数の階層はありません。「不変」の回答が多数の階層は「業種別」の製造業、建設

業、卸売業、不動産業、印刷・出版業、ソフトウェア・情報処理業、サービス業、その他の 8 業種、「業歴別」の

5 年未満、11 年～90 年、回答なしの 10 階層、「資本金別」の個人事業主、500 万円以下～1 億円以下の 6 階層、

「従業員数別」の 0～50 人、101 人以上の４階層です。 
採算 DI の比較では、川口市の企業が前期－0.3 から今期は 9.4 と大幅に改善し、プラスに転じました。先行き

は 0.9 とプラスながら悪化傾向です。しかしながら日本商工会議所、中小機構、埼玉県の調査が今期。先行きと

もにマイナスになっていることから、売上高同様川口市の採算 DI の優位性がみられます。 
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2－3．仕入単価 

 

今期 10—12 月の川口市の企業の仕入単価は、「下落」が 1.3％（前期 7-9 月：2.3％）、「不変」が 48.7％（同：

58.1％）「上昇」が 44.9％（同：32.2％）、「回答なし」が 5.1％（同：7.3％）です。前期、前々期と仕入単価の上

昇に歯止めがかかっていましたが、今期「上昇」が 12.7％と大幅に増加し、再び悪化しています。 
「上昇」の回答が多数の階層は「業種別」の製造業、建設業、卸売業、小売業、飲食業、その他の 6 業種（同：

＋4）、「業歴別」では 31 年～40 年、51 年～90 年の５階層（同：+５）、「資本金別」の 500 万円超～3 千万円以

下の 2 階層（同：＋1）、「従業員数別」は 101 人以上の１階層（同：＋1）でした。「不変」の回答が多数の階層

は「業種別」の不動産業、印刷・出版業、ソフトウェア・情報処理業、サービス業の 4 業種（同：－4）、「業歴

別」の 5 年未満～30 年、41 年～50 年、91 年～100 年、回答なしの 7 階層（同：−4）、「資本金別」の個人事業

主、500 万円以下、3 千万円超～1 億円以下の 4 階層（同：−2）、「従業員数別」は 0～100 人、回答なしの 5 階層

（同：±0）です。「業種別」の運送業の 1 業種、「業歴別」の 101 年以上の 1 階層、「資本金別」の回答なしの 1
階層で回答が分かれており、前期に続き全ての属性で「下落」の回答が多数の階層はありませんでした。 
 今後の仕入単価の先行き見通しでは、「下落」が 2.1％、「不変」が 48.7％、「上昇」が 41.9％、「回答なし」が

7.3％です。「上昇」が 3.0％減少、「下落」が 0.8％増加していますが、今期の悪化からほぼ横ばいの見通しです。 
「上昇」の回答が多数の階層は「業種別」の建設業、卸売業、小売業、運送業、飲食業、ソフトウェア・情報処

理業の 6 業種、「業歴別」の 31 年～41 年、61 年～70 年、81 年～90 年の 3 階層、「資本金別」500 万円超～3 千

万円以下の 2 階層、「従業員数別」の 101 人以上の 1 階層です。「不変」の回答が多数の階層は「業種別」の製造

業、不動産業、印刷・出版業、サービス業、その他の 5 業種、「業歴別」の 5 年未満～30 年、41 年～60 年、71
年～80 年、91 年～100 年、回答なしの 9 階層、「資本金別」の個人事業主、500 万円以下、3 千万円超～1 億円

以下、の４階層、「従業員数別」の 0～100 人、回答なしの 5 階層です。今期同様全ての属性で「下落」の回答が

多数の階層はありませんでした。 
川口市の企業の仕入単価ＤＩは－43.6 と大幅に悪化し、先行きも－39.8 と悪化が続きます。日本商工会議所、

中小機構、日銀短観の調査結果に比べてマイナス幅が大きく、仕入単価上昇は深刻な状況が続きます。 
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２－４．従業員 

 

今期 10-12 月の川口市の企業における従業員数は、「不足」が 24.4％（前期 7-9 月：20.6％）、「不変」が 72.6％
（同：74.4％）、「過剰」が 0.9％（同：1.7％）、「回答なし」が 2.1％（同：3.3％）です。「不足」が 3.8％増加す

る一方、「過剰」が 0.8％減っており、今期も人手不足の状況は引き続き悪化しました。 
「不足」の回答が多数の階層は「業歴別」の回答なしの 1 階層（同：＋1）と「従業員数別」の 21 人～100 人

の 2 階層（同：＋2）です。「不変」の回答が多数の階層は「業種別」の製造業、建設業、卸売業、小売業、運送

業、不動産業、飲食業、印刷・出版業、ソフトウェア・情報処理業、サービス業、その他の全 11 業種（同：±

0）、「業歴別」の 5 年未満～101 年以上の 12 階層（同：±0）、「資本金別」の個人事業主、500 万円以下～1 億円

以下の 6 階層（同：−2）、「従業員数別」の 0 人～20 人、101 人以上、回答なしの 4 階層（同：−1）です。全て

の属性で「過剰」の回答が多数の階層はありませんでした。 
 一方、今後の先行きの見通しでは、「不足」が 27.8％、「不変」が 67.9％、「過剰」が 0.4％、回答なしが 3.8％
です。「不変」が 4.7％、「過剰」が 0.5％減少する一方で、「不足」が 3.4％増えており、先行きは人手不足の状況

がさらに悪化する見通しです。 
「不足」の回答が多数の階層は「業種別」のソフトウェア・情報処理業の 1 業種、「業歴別」の回答なしの 1 階

層、「従業員数別」の 21 人～100 人の 2 階層です。「不変」の回答が多数の階層は「業種別」の製造業、建設業、

卸売業、小売業、不動産業、印刷・出版業、サービス業、その他の 8 業種、「業歴別」の 5 年未満、21 年～101
年以上の 10 階層、「資本金別」の個人事業主、500 万円未満～1 億円以下の 6 階層、「従業員数別」の 0～20 人、

101 人以上、回答なしの 4 階層です。全ての属性で「過剰」の回答が多数の階層はありませんでした。 
川口市内の企業の従業員ＤＩは前期の 18.9 から今期 23.5 と悪化し、先行きは 27.4 と更に悪化します。日本

商工会議所、中小機構、日銀短観の全国調査同様、深刻な人手不足の状況は続いています。 
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２－５．業況 

 
今期 10-12 月の川口市の企業における業況は、「好転」が 23.5％（前期 7-9 月：21.9％）、「不変」が 62.0％（同：

54.8％）、「悪化」が 12.4％（同：19.6％）、「回答なし」が 2.1％（同：3.7％）です。「好転」が 1.6％、「不変」

が 7.2％増加する一方、「悪化」が 7.2％減少していることから、今期の業況は前期に続き改善傾向といえます。 
全ての属性で前期に続き「好転」の回答が多数の階層はありませんでした。「悪化」は「業種別」0 業種（同：

−2）、「業歴別」の 0 階層（同：−１）、「資本金別」0 階層（同：±0）、「従業員数別」0 階層（同：±0）となり、

全ての属性で回答が多数の階層はなくなりました。「不変」の回答が多数の階層は「業種別」の製造業、建設業、

卸売業、小売業、運送業、不動産業、飲食業、印刷・出版業、ソフトウェア･情報処理業、サービス業、その他の

全 11 業種（同：＋2）、「業歴別」の 5 年～90 年、回答なしの 10 階層（同：−1）、「資本金別」の個人事業主、500
万円以下～3 千万円以下、5 千万円超～1 億円以下の 5 階層（同：−2）、「従業員数別」の 0～50 人、101 人以上、

回答なしの 5 階層（同：±0）です。 
 今後の業況先行き見通しでは、「好転」が 20.1％、「不変」が 57.7％、「悪化」が 16.7％、「回答なし」が 5.6％
です。「悪化」が 4.3％増加する一方、「好転」が 3.4％、「不変」が 4.3％減少し、先行きは悪化の見込みです。 
「好転」の回答が多数の階層は「業歴別」の 5～10 年の 1 階層だけです。「悪化」の回答が多数の階層は「業

種別」の小売業、ソフトウェア・情報処理業の 2 業種、「業歴別」の 81 年～90 年の１階層です。「不変」の回答

が多数の階層は「業種別」の製造業、建設業、卸売業、運送業、不動産業、飲食業、印刷・出版業、サービス業、

その他の 9 業種、「業歴別」の 11 年～80 年、回答なしの 8 階層、「資本金別」の個人事業主、500 万円以下～1
億円以下の 6 階層、「従業員数別」の 0～５0 人、101 人以上、回答なしの 5 階層です。 
 業況ＤＩは前期 2.3 から今期 11.1 と大幅に改善しました。一方、先行きは 3.4 とプラスではあるものの悪化す

る見込みです。しかしながら日本商工会御所、中小機構の日本商工会議所、中小機構のＤＩと比べても川口の企

業の業況 DI の優位性がみられます。 
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２－６．資金繰り 

 
今期 10-12 月の川口市の企業における資金繰りは、「好転」が 11.5％（前期 7-9 月：10.3％）、「不変」が 75.6％

（同：70.4％）、「悪化」が 10.7％（同：16.3％）、「回答なし」が 2.1％（同：3.0％）です。「好転」が 1.2％増え

ておりかつ、「悪化」が 5.6％減少していることから、前期に続いて資金繰り環境に改善が見られます。 
前期に続き全ての属性で「好転」「悪化」の回答が多数の属性はありませんでした。「不変」の回答が多数の属

性は「業種別」の製造業、建設業、卸売業、小売業、運送業、不動産業、印刷・出版業、ソフトウェア・情報処

理業、サービス業、その他の 10 業種（同：±0）、「業歴別」では 5 年未満～100 年、回答なしの 12 階層（同：

±0）、「資本金別」では個人事業主、500 万円以下～1 億円以下、回答なしの 7 階層（同：±0）、「従業員数別」

では 0～101 人以上、回答なしの全 6 階層（同：＋1）です。 
 一方、今後の資金繰りの先行き見通しでは、「好転」が 9.4％、「不変」が 72.6％、「悪化」が 11.5％、回答なし

が 6.4％となっています。「好転」が 2.1％、「不変」が 3.0％減る一方、「悪化」は 0.8％、「回答なし」は 4.2％増

えていますが、実態はほぼ横ばいといえます。 
今期同様全ての属性で「好転」「悪化」の回数が多数の属性はありませんでした。「不変」の回答が多数の属性

は「業種別」の製造業、建設業、卸売業、小売業、運送業、不動産業、印刷・出版業、ソフトウェア・情報処理

業、サービス業、その他の 10 業種、「業歴別」の 5 年未満～100 年、回答なしの 12 階層、「資本金別」の個人事

業主、500 万円以下～1 億円以下の 6 階層、「従業員数別」の 0～101 人以上、回答なしの全 6 階層です。「回答

なし」の回答が多数の属性は「業種別」の飲食業の 1 業種です。 
川口市の企業の資金繰りＤＩは前期の－6.0 から今期 0.8 と改善し、プラスに転じました。一方、先行きは悪

化し－2.1 と再びマイナスになる見通しです。しかしながら日本商工会議所、中小機構、埼玉県内全体の調査と

比較してマイナス幅は小さく、川口市内の企業の資金繰り DI の優位性がみられます。 
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問３  ＩｏＴ（モノがインターネットにつながる仕組み・技術）時代が急速に到来しつつあり、中小・小規模事業者におい

ても、ＩｏＴの導入による「生産性の向上」や「コスト低減」、「新商品・サービス」の拡大が期待されています。貴

社におけるＩＴ/ＩｏＴの取り組みについてお聞かせください。 

 

問３－１ 貴社において、現在ＩＴを導入している業務・今後ＩＴを導入したい業務について、該当項目に☑してく

ださい。（複数回答可） 

[選択肢]１：財務、会計  ２：人事、給与 ３：受注、販売 ４：生産管理 ５：在庫管理 

６：顧客管理、ｱﾌﾀｰｻｰﾋﾞｽ ７：購買、調達 ８：開発、設計 ９：広告、告知 10：配送、物流 

 11：その他  12 導入していない 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＩＴを現在導入している業務（以下「現在」）・今後導入したい業務（以下「今後」）について聞いた。 

「現在」と「今後」の合計では 1位「財務・会計」（128社）、2位「受注・販売」（99社）、3位「人事・給与」（89
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社）、4 位「在庫管理」（71 社）、5位「顧客管理、ｱﾌﾀｰｻｰﾋﾞｽ」（69社）、6 位「購買・調達」（64 社）、7 位「生産

管理」（63社）、8位「広告・告知」（56社）、9位「開発・設計」（50社）、10位「配送・物流」（38社）、11位「導

入しない」（35社）、11位「その他」（19社）でした。 

「現在」においては、1 位「財務・会計」（99 社）、2 位「受注・販売」（63 社）、3 位「人事・給与」（60 社）、

4位タイ「在庫管理」「顧客管理、ｱﾌﾀｰｻｰﾋﾞｽ」（34社）、6位「購買・調達」（33社）、7位「広告・告知」（27社）、

8 位「生産管理」（26 社）、9 位「開発・設計」（20 社）、10 位「導入しない」（14 社）、11 位「配送・物流」（12

社）、12位「その他」（2社）でした。 

 「今後」においては。1位タイ「生産管理」「在庫管理」（37社）、3位「受注・販売」（36社）、4位「顧客管理、

ｱﾌﾀｰｻｰﾋﾞｽ」（35社）、5位「購買・調達」（31社）、6位「開発・設計」（30社）、7位タイ「財務・会計」「人事・

給与」「広告・告知」（29 社）、10 位「配送・物流」（26 社）、11 位「導入しない」（21 社）、12 位「その他」（17

社）でした。 

「現在」おいては「財務会計」「人事・給与」といったすべての企業に共通する管理部門系のＩＴ導入が進んで

おり、「将来」においては「生産管理」「在庫管理」「顧客管理、ｱﾌﾀｰｻｰﾋﾞｽ」「購買・調達」「開発・設計」といっ

た現業部門でのＩＴ化の推進を志向されています。また、「受注・販売」は「現在」「今後」ともに優先順位が高

くなっています。 

 

 なお、「現在」導入済のソフト、アプリケーションの回答は以下の通りです。 

「弥生会計など」「スマイル BS、人事、販売」「図面：オート CAD2018 経理ソフト：e21マイスター」 

「スマイル」「弥生会計ソフト」「やよい会計、給与、Trello、Slack、等」「弥生会計」「Dropbox、Evernote、Sketchup、

AutoHotkey」「Dropbox、Evernote、Sketcup、AutoHotkey」「TKC、FX4、アットホーム⑨」「弥生会計、弥生販売、 

マイクロキャダム、アマノ・タイムプロ」「BIC 販売管理 NEO」「オービック勘定奉行シリーズ導入」「デジタコ、

ウェブカメラ他」「やよい会計」「弥生シリーズ、AP100、アマダ、等」「大塚商会、SMILE BS 販売・会計・給与」

「JDL」「商人」「弥生会計、他」「ソリマチ『会計王』」（以上 22社） 

 

問３－２ ＩｏＴに関しての興味・関心度合いを教えてください。（１つ回答） 

[選択肢]１：すでに、自社に導入している 

２：興味・関心があり、自社に導入できないか検討中である 

３：興味・関心はあるが、自社のどのような業務に役立つかわからない      

４：あまり興味・関心はないが、自社の業務に役立つなら学びたい 

５：興味・関心はなく、導入するつもりはない 

６：その他 

 
 ＩｏＴに関しての関心度合いについて聞いたところ、1 位「興味・関心はあるが、自社のどのような業務に役

立つかわからない」25.2％（59社）、2位「あまり興味・関心はないが、自社の業務に役立つなら学びたい」18.8％

（44社）、3位「興味・関心はなく、導入するつもりはない」15.4％（36社）、4位タイ「すでに、自社に導入し

ている」「興味・関心があり、自社に導入できないか検討中である」15.0％（35社）、6位「回答なし」8.1％（19

社）、7位「その他」2.6％（6社）でした。導入済の会社は 15.0％、興味がある会社は 40.2％、興味のない会社

は 34.2％でした。 

「興味・関心はあるが、自社のどのような業務に役立つかわからない」の回答が多数の属性は「業種別」の製造

業、建設業、卸売業、その他の 4業種、「業歴別」の 5年～20年、回答なしの 3階層、「資本金別」の 500万円超

～3千万円以下、5千万円超～1億円以下の 3階層、「従業員数別」の 6～50人、回答なしの 3階層です。 

「あまり興味・関心はないが、自社の業務に役立つなら学びたい」の回答が多数の属性は「業種別」の小売業、
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不動産業の 2業種、「業歴別」の 41年～60年の 2階層、「資本金別」の個人事業主の 1階層です。 

「興味・関心はなく、導入するつもりはない」の回答が多数の属性は、「業歴別」の 5 年未満、31 年～40 年の 2

階層、「従業員数別」の 0～5人の 1階層です。 

「すでに、自社に導入している」の回答が多数の属性は、「業種別」の運送業の 1業種、「従業員数別」の 101人

以上の 1階層です。 

「興味・関心があり、自社に導入できないか検討中である」の回答が多数の属性は、「業種別」のソフトウェ

ア・情報処理業の 1業種、「業歴別」の 91年～100年の 1階層です。 

「回答なし」の回答が多数の属性は「業種別」の飲食業の 1業種、「資本金別」の回答なしの 1階層です。 

「その他」のコメントでは「現業にそぐわない」「関心はあるが少人数で使いこなせるか不安」「町工場にどのよ

うに役立つのかわからない」「業種転換中なので」「導入するための資金確保がむずかしい」といったコメントが

寄せられました。 

 

問３－３ ＩｏＴの導入により、期待することを教えてください。（複数回答可） 

[選択肢] １：生産性の向上    ２：品質の維持・向上       ３：在庫管理 

４：コスト低減          ５：新商品・サービスの拡大    ６：その他 

 
ＩＴ・ＩｏＴに期待することについて聞いたところ、1 位「コスト低減」（82 社）、2 位「生産性の向上」（75

社）、3 位タイ「品質の維持・向上」「在庫管理」（44 社）、5位「新商品・サービスの拡大」（30 社）、6位「その

他」（9社）でした。 

「コスト低減」の回答が多数の属性は「業種別」の製造業、建設業、卸売業、運送業、不動産業の 5業種、「業

歴別」の 21年～40年、51年～60年、81年～90年の 4階層、「資本金別」の 500万円以下～5千万円以下の 4階

層、「従業員数別」の 0～20人の 2階層です。 

「生産性の向上」の回答が多数の属性は「業種別」の印刷・出版業、ソフトウェア・情報処理業、サービス業

の 3業種、「業歴別」の 5～10年、41年～50年の 2階層、「資本金別」の個人事業主、5千万円超～1億円以下の

2階層、「従業員数別」の 21年～50人の 1階層です。 

「在庫管理」の回答が多数の属性は「業種別」の小売業の 1業種、「品質の維持・向上」の回答が多数の属性は

「業歴別」の 71年～80年の 1階層です。 

また、全ての属性で「新商品・サービスの拡大」「その他」の回答が多数の属性はありませんでした。 

「その他」のコメントでは、「新規開拓」「経理管理」「コストの管理」「未知数」「計算業務等の合理化」が寄せら

れています。 

 
問３－４ ＩＴ／ＩｏＴを導入するうえで期待する支援策について教えてください。（複数回答可） 

[選択肢]１：ＩＴ/ＩｏＴの基礎セミナー・企業の事例紹介 ２：ＩＴ/ＩｏＴ導入に関する補助金・助成金 

  ３：ＩＴコーディネータ（専門家）によるサポート ４：その他、ご意見ご要望 

 
ＩＴ／ＩｏＴを導入するうえで期待する支援策について聞いたところ、1位「ＩＴ/ＩｏＴ導入に関する 

補助金・助成金」（82社）、2位「ＩＴ/ＩｏＴの基礎セミナー・企業の事例紹介」（68社）、3位「ＩＴコーディネ

ータ（専門家）によるサポート」（40社）、4位「その他」（8社）です。 
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「ＩＴ/ＩｏＴ導入に関する補助金・助成金」の回答が多数の属性は「業種別」の製造業、建設業、小売 

業、運送業、その他の 5 業種、「業歴別」5 年未満～20 年、31 年～50 年、61 年～70 年、81 年～90 年の 7 階層、

「資本金別」の個人事業主、500 万円以下～3 千万円以下の 4 階層、「従業員数別」の 0～20 人、101 人以上の 3

階層です。 

「ＩＴ/ＩｏＴの基礎セミナー・企業の事例紹介」の回答が多数の属性は「業種別」の不動産業、ソフト 

ウェア・情報処理業の 2 業種、「業歴別」の 21 年～30 年、51 年～60 年の 2階層、「資本金別」の 5 千万円超～1

億円以下の 1階層、「従業員数別」の 21人～50人の 1階層です。 

「ＩＴコーディネータ（専門家）によるサポート」「その他、ご意見ご要望」の回答が多数の階層はありませ

んでした。 

「その他」のコメントでは「HoroLens の活用事例や体験セミナーを受けたいです」「情報漏洩やウィルスの対

策」が寄せられました。 

 

問４ 自社が直面している経営上の問題等や地域の課題等、該当の項目をお選びください。（複数選択可） 
[選択肢]１：円相場に伴う経営への影響・見通し ２：受注単価・販売価格の動向 

３：雇用の状況    ４：生産・出荷・在庫・輸出の状況 
５：生産拠点の国内回帰の動き  ６：地域経済や地域産業の新たな動き 

７：その他 

 
 自社が直面している経営上の問題点や地域の課題について聞いたところ、１位「受注単価・販売価格の動向」

（106 社）、2 位「雇用の状況」（95 社）、3 位「地域経済や地域産業の新たな動き」（38 社）、4 位「生産・出荷・

在庫・輸出の状況」（22 社）、5 位「円相場に伴う経営への影響・見通し」（18社）、6位「生産拠点の国内回帰の

動き」（17社）、７位「その他」（10社）でした。 
1 位「受注価格・販売価格の動向」の回答が多数の階層は、「業種別」は製造業、卸売業、小売業、印刷・出版

業の 4 業種、「業歴別」の 5 年未満、21 年～40 年、51 年～100 年、回答なしの 9 階層、「資本金別」の個人事業

主、500 万円以下～１千万円以下の 3 階層、「従業員数別」の 0～20 人の 2 階層です。 
 2 位「雇用の状況」の回答が多数の階層は、「業種別」の建設業、その他の 2 業種、「業歴別」の 5～20 年、41
年～50 年、101 年以上の 4 階層、「資本金別」の 1 千万円超～3 千万円以下の 1 階層、「従業員数別」の 21 人～

100 人の 2 階層です。 
 3 位「地域経済や地域産業の新たな動き」の回答が多数の階層は、「業種別」の不動産業の 1 業種。「資本金別」

の 5 千万円超～1 億円以下の 1 階層です。 
 また、全ての属性で「生産・出荷・在庫・輸出の状況」「円相場に伴う経営への影響・見通し」「生産拠点の国

内回帰の動き」「その他」の回答が多数の階層はありませんでした。 
7 位のその他で寄せられたコメントでは、「販路拡大」「テリトリーがはっきりしていて、自由競争がない。」「社

員のスキル向上」「人材」「外注先の不足」「人口減少」等が寄せられています。 
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①属性別「収益状況」 

業種別収益状況 

 

業歴別収益状況 

 
資本金別収益状況 

 

従業員別収益状況 
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②属性別景況感（売上高） 

業種別売上高 

 
業歴別売上高 
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資本金別売上高 

 
 
従業員別売上高 
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③属性別景況感（採算） 

業種別採算 

 
業歴別採算 
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資本金別採算 

 
 
従業員数別採算 
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④属性別景況感（仕入単価） 

業種別仕入単価 

 

業歴別仕入単価 
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資本金別仕入単価 

 
従業員数別仕入単価 
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⑤属性別従業員 

業種別従業員 

 
業歴別従業員 
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資本金別従業員 

 

 
従業員数別従業員 
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⑥属性別景況感（業況） 

業種別業況 

 
業歴別業況 
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資本金別業況 

 
 
従業員数別業況 
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⑦属性別景況感（資金繰り） 

業種別資金繰り 

 
業歴別資金繰り 
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資本金別資金繰り 

 
従業員数別資金繰り 

 

 

 

 

 

 

co
py



30 
 

⑧属性別 現在ＩＴを導入している業務・今後ＩＴを導入したい業務 
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⑨属性別 ＩｏＴに関しての興味・関心度合い 
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⑩属性別 ＩｏＴの導入により、期待すること 
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⑪属性別 ＩＴ／ＩｏＴを導入するうえで期待する支援策 
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⑫自社が直面している経営上の問題等や地域の課題等 
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川口商工会議所 経営支援課宛（FAX 048-228-2221） 

 

第 12 回（10-12 月期） 川口商工会議所リアルタイム景況調査へのご協力のお願い 

平成３０年１月１５日 

会員のみなさまへ 
日ごろより、本商工会議所の事業運営に、ご理解ご協力を賜り厚くお礼申しあげます。 
当所では、市内企業の景況を調査するため、四半期に一度「リアルタイム景況調査」を実施しております。こ

のたび、第 12回（10-12月期）調査を実施いたしますので、お忙しいところ、誠に恐縮ですが、該当部分にチェ

ックのうえ、１月２６日（金）までに、ファックスにてご返信いただきますようお願いいたします。  

 皆様のご協力のもと、本調査結果につきましては、引続き本市中小企業支援や行政への意見要望等の参考とさ

せて頂きます。また、過去の調査結果につきましては、本商工会議所ホームページに掲載 

しておりますのでご参照ください。 http://www.kawaguchicci.or.jp/realtime/ 
                                                     川口商工会議所  

 
                         

問１ 貴社の状況について、お伺いします。（１）～（５）についてそれぞれ該当する番号をご回答ください。 

（１）業種 ＊複数業種の場合は売上比率の最も高い業種を１つお選びください。 

1 製造業 2 建設業 3 卸売業 4 小売業 

5 運輸業 6 不動産業 7 飲食業 8 印刷・出版業 

9 ソフトウェア・情報処理業        10 サービス業 

11 その他（                     ） 

（２）業歴 

1 5年未満 2 5～10年 3 11年～20年 4 21年～30年 

5 31年～40年 6 41年～50年 7 51年～60年 8 61年～70年 

9 71年～80年 10 81年～90年 11 91年～100年 12 101年以上 

（３）資本金 

1 個人事業主 2 500万円以下 3 500万円超～1千万円以下 

4 １千万円超～3千万円以下 5 3千万円超～5千万円以下 6 5千万円超～1億円以下 

7 1億円超～  

（４）従業員数 

1 0～5人 2 6人～20人 3 21人～50人 

4 51人～100人 5 101人以上 

（５）収益状況（直近の決算、それ以外は今期の見込み） 

1 黒字 2 収支トントン 3 赤字 

 

問２ 貴社の景況感について、回答できる範囲で、該当部分に☑チェックをご記入ください。 

＊設問の「今期」は 平成２９年１０月～１２月としてお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 売上高 
（１）今期（７月～９月と比べ） □増加 □不変 □減少 

（２）今後の先行き見通し（１月～３月） □増加 □不変 □減少 

2 採算 
（１）今期（７月～９月と比べ） □好転 □不変 □悪化 

（２）今後の先行き見通し（１月～３月） □好転 □不変 □悪化 

3 仕入単価 
（１）今期（７月～９月と比べ） □下落 □不変 □上昇 

（２）今後の先行き見通し（１月～３月） □下落 □不変 □上昇 

4 従業員 
（１）今期（７月～９月と比べ） □不足 □不変 □過剰 

（２）今後の先行き見通し（１月～３月） □不足 □不変 □過剰 

5 業況 
（１）今期（７月～９月と比べ） □好転 □不変 □悪化 

（２）今後の先行き見通し（１月～３月） □好転 □不変 □悪化 

6 資金繰り 
（１）今期（７月～９月と比べ） □好転 □不変 □悪化 

（２）今後の先行き見通し（１月～３月） □好転 □不変 □悪化 

アンケート調査票 
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問３  ＩｏＴ（モノがインターネットにつながる仕組み・技術）時代が急速に到来しつつあり、中小・小規模事業者におい

ても、ＩｏＴの導入による「生産性の向上」や「コスト低減」、「新商品・サービス」の拡大が期待されています。貴

社におけるＩＴ/ＩｏＴの取り組みについてお聞かせください。 

 

問３－１ 貴社において、現在ＩＴを導入している業務・今後ＩＴを導入したい業務について、該当項目に☑してく

ださい。（複数回答可）      

 項目 
現在、導入

済み 

今後、導入

したい 
 項目 

現在、導入

済み 

今後、導入

したい 

１ 財務、会計 □ □ ７ 購買、調達 □ □ 

２ 人事、給与 □ □ ８ 開発、設計 □ □ 

３ 受注、販売 □ □ ９ 広告、告知 □ □ 

４ 生産管理 □ □ 10 配送、物流 □ □ 

５ 在庫管理 □ □ 11 その他 □ □ 

６ 顧客管理、ｱﾌﾀｰｻｰﾋﾞ

ｽ 

□ □ 12 導入していない □ □ 

差支えなければ、導入済みのソフト・アプリケーション名を教えてください。 

 

 

問３－２ ＩｏＴに関しての興味・関心度合いを教えてください。（１つ回答） 

[選択肢] 

□ １：すでに、自社に導入している 

□ ２：興味・関心があり、自社に導入できないか検討中である 

□ ３：興味・関心はあるが、自社のどのような業務に役立つかわからない      

□ ４：あまり興味・関心はないが、自社の業務に役立つなら学びたい 

□ ５：興味・関心はなく、導入するつもりはない 

□ ６：その他 

 

問３－３ ＩｏＴの導入により、期待することを教えてください。（複数回答可） 

[選択肢] 

□ １：生産性の向上    □ ２：品質の維持・向上      □ ３：在庫管理 

□ ４：コスト低減     □ ５：新商品・サービスの拡大 

□ ６：その他 

問３－４ ＩＴ／ＩｏＴを導入するうえで期待する支援策について教えてください。（複数回答可） 

[選択肢] 

□ １：ＩＴ/ＩｏＴの基礎セミナー・企業の事例紹介 

□ ２：ＩＴ/ＩｏＴ導入に関する補助金・助成金 

□ ３：ＩＴコーディネータ（専門家）によるサポート 

□ ４：その他、ご意見ご要望 

 

 

問４ 自社が直面している経営上の問題等や地域の課題等、該当の項目をお選びください。 

（複数選択可） 
   □ １：円相場に伴う経営への影響・見通し □ ２：受注単価・販売価格の動向 
   □ ３：雇用の状況            □ ４：生産・出荷・在庫・輸出の状況 
   □ ５：生産拠点の国内回帰の動き     □ ６：地域経済や地域産業の新たな動き 

   □ ７：その他 
--業況感や付帯調査「問３～問４」に関する具体的なご意見や事例をコメント欄へお寄せいただきますようお願いい

たします。 
 （コメント欄） 

ご協力ありがとうございました。 
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